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ね等
り
ま
の
文
化
財
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〒17　6　－　8　5　01

練馬区豊玉北6－12－1

し
た
も
の
で
あ
り
、
大
泉
地
域
の
歴
史
を
示

す
重
要
な
資
料
で
す
。

聖
霊
貰
患
え
草
二
重

登
録
有
形
真
花
樹

平
成
1
5
年
2
月
1
7
日
、
練
馬
区
文
化
財
保

護
条
例
に
基
づ
き
、
新
た
に
「
伊
賀
衆
奉
納

の
水
盤
・
鳥
居
」
を
区
指
定
文
化
財
と
し
、

「
相
原
好
吉
家
文
書
」
な
ど
7
件
を
区
登
録

文
化
財
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
で
、
登
録
文
化
財
は
用
件
に
な
り
、

そ
の
う
ち
特
に
重
要
な
も
の
と
し
て
3
6
件
が

指
定
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。
文
化
財
の
指

定
や
登
録
は
、
教
育
委
員
会
が
調
査
し
た
結

果
を
学
識
経
験
者
で
構
成
す
る
「
練
馬
区
文

化
財
保
護
審
議
会
」
　
に
諮
り
、
所
有
者
な
ど

の
同
意
を
得
て
決
定
し
ま
す
。

指
定
・
登
録
し
た
文
化
財
に
は
説
明
板
を

設
置
す
る
な
ど
、
活
用
に
努
め
、
保
護
し
て

い
き
ま
す
。

な
お
、
文
化
財
を
ご
覧
に
な
る
と
き
は
、

所
有
者
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
ご
配
慮
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
文
化
財
に
よ
っ
て
は
公
開

し
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

抒
習
熟
奉
納
の
が
感
・
海
鷹

（
直
感
二
∵
終
・
考
慮
二
重

海
産
有
形
真
花
嫁

刻
さ
れ
て
い
ま
す
。
鳥
居
は
石
鳥
居
で
円
柱

の
み
立
て
ら
れ
、
笠
木
、
貫
は
円
柱
脇
に
置

か
れ
、
一
部
は
欠
損
し
て
い
ま
す
。
円
柱
の

高
さ
1
9
8
c
m
、
径
2
1
・

5
c
m
。
左
右
柱
の
上
部
に
「
奉

納
」
、
下
部
に
合
わ
せ
て
9
9
人
の
奉
納
者
氏

名
、
石
柱
に
は
水
盤
と
同
じ
奉
納
年
月
日
が

陰
刻
さ
れ
て
い
ま
す
。

旧
橋
戸
地
区
を
給
地
さ
れ
て
い
た
1
0

8
名
の

伊
賀
衆
が
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
に
奉
納

●
所
有
者
　
宗
教
法
人
　
氷
川
神
社

●
所
在
地
　
氷
川
神
社
（
大
泉
町
5
－
1
5
）

水
盤
・
鳥
居
は
外
か
ん
道
路
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
付
近
に
あ
っ
た
愛
宕
神
社
脇
の
稲
荷

社
の
も
の
と
伝
え
ら
れ
、
愛
宕
神
社
と
共
に

明
治
末
の
神
社
合
祀
に
よ
り
氷
川
神
社
に
移

さ
れ
た
も
の
で
す
。
現
在
、
境
内
社
の
稲
荷

社
前
に
水
盤
・
鳥
居
は
あ
り
ま
す
。
水
盤
は

石
造
り
で
幅
7
5
c
m
、
高
さ
廻
c
m
、
奥
行
き
3
5

c
m
。
正
面
上
段
に
家
紋
（
源
氏
車
・
宝
珠
）
、

下
段
に
相
給
年
番
、
伊
賀
者
組
頭
、
地
方
掛
、

九
人
の
氏
名
が
陰
刻
さ
れ
、
向
っ
て
右
側
面

に
は
伊
賀
衆
が
旧
橋
戸
村
地
域
を
給
地
さ
れ
、

稲
荷
社
を
建
て
た
経
緯
と
奉
納
年
月
日
が
陰

●
所
有
者
　
相
原
好
吉

●
所
在
地
　
田
柄
五
丁
目
　
（
非
公
開
）

相
原
家
は
、
江
戸
時
代
に
は
上
練
馬
村
の

組
頭
を
勤
め
る
他
、
村
内
に
あ
っ
た
盛
岡
の

南
部
候
抱
地
の
管
理
を
し
て
い
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
　
「
武

州
豊
嶋
郡
上
練
馬
村
丑
御
名
寄
書
抜
帳
」
を

は
じ
め
と
す
る
江
戸
時
代
の
文
書
、
記
録
類

1
0
点
が
現
存
し
て
い
ま
す
。

文
化
三
年
　
（
一
八
〇
六
）
　
「
板
橋
伝
馬
助

郷
高
（
四
十
七
ケ
村
分
）
」
、
年
代
不
詳
の
「
儀

定
下
書
（
定
助
郷
勤
方
儀
定
吉
）
」
の
二
点
は
、

中
山
道
板
橋
宿
の
助
郷
に
関
わ
る
文
書
で
、

広
範
囲
に
わ
た
る
助
郷
の
村
高
や
助
郷
の
負

担
割
合
が

記
さ
れ
て

お
り
、
江

戸
時
代
後

期
の
助
郷

の
様
相
を

伝
え
る
貴

重
な
も
の

で
す
。
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14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 フt
年

度

伊 金 関 相 小 本 丸　 干 闇 妙　 三 長　 石 練 長　 井 井 井 北 御 鶴 氷 豊 下　下 尾 妙 春 長 服 大　 中　 町 北 南 小

名

称

賀 乗 の　原 美 寿 山　川　 魔 誓 書 雪 害 馬　享　 ロ　ロ　 ロ 町 府 の 川　 島 練 練 崎 福 日　命 部 八　里　 田　条 蔵　 島

衆 院 か 家 濃 院 東 家 ・ 東 二 家 家 家 聖　 内 舞 神　 氏 馬　馬 遺 寺 町 寺　半 車 の 家 氏 院 家

奉 御 ん 薬 英　 の 遺 文 十 の　の　 の　 六 小　年　 文　文　 文 観 井 社 奉 の　 の 跡 文 出　仁 蔵 富 文 康 鐘　 文

納 朱 か　 医 男　み 跡 書　 王 梵 梵 梵 観 学 の　書 書 書 音 村 富 納 富 大 出 書 土　 王 奉 士 書 印 楼 書

の 印 ん　門 家　 く 出　　 像 　　　 出二鐘 鐘 鐘 晶 校　 申 座 方 士　 の 土　 山 土 の　 門 納 塚　 判　状 門

水 状 地 文　 じ 土　　 と 十 の 待 像 旧

記

塚 石

燈

籠

塚 道

道

標

lコ
ロロ
壷　　 の

盤

鳥

居

蔵 書 道　目

フ1く

の 檀

木 筆

製 瞳

。ロロ

適
し
る

フ 板

ジ 碑

形 仁

土 王

器 像

昭 平 昭　 平 平　平 平 、lろ　昭 昭　昭　 昭　 nfj 平　昭　 平　平　 平 岬 、ド 平　 平　昭 平　平 平 i平 平　平　町了昭　 昭　昭　 昭 帖 llJj 登

和 成 杓1 成 成　 成 成　成　 和 和　 和　和　 和 成　 和　成　 成　成 和　 成 成　 戌　 和 成　成 成　す戊 成　 成　 和 和　 和　和　 和 和　 和 録
63 8 6 3　2 7　 7 8　 9　6 3 62　6 1 6 1 62 6　61 7　 6　 5 62　3 4　 2　6 2 元　 3 3　元 元　元 6 2 63　61 63　6 1 63　6 2 年

年 年 午　年 午　年 年　 午　 年 午　 年　年　 咋 午　 年　牛　 午　 年 年　 中 午　年　 年 年　 年 午　 年 午　年　 年 午　 年　年　 年 年　 年 度
度 度 度　度 度　度 度　 度　 度 度　 度　壇≡．度 度　 度　度　 度　 度 度　 度 度　度　 度 度　 度 度　 度 度　度　 度 度　 度　度　 度 虐　 使

平成2年度 平成2年度 平成元年度 昭和63年度 昭和62年度

＊1

昭和61年度

34　33 32　31 30　29　28　27 26　25　24　23　22　21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10　9　8　　　 7　6　5 3　2　1 m

下 宮 尾 金 縄 新 横 相 尾 ＊2 春　妙 加 長 伊 町 氷 闇 角 氷 榎 氷 南 ／ト妙 牛 双　　 石 畳 服 北　三　長

名

称

所

練　田 張 銅 文 井　山　原 張　旧　目　福 藤 命 賀　田　川　魔 桂 川　本 川　蔵 島 福 若 蝶 道 瞳 島 部 条 宝 命

馬　橋 殿 製 時 家 家 家 殿 震 町 寺 家 寺 衆 家 神 ・型 神 家 神 院 家 寺 丸 　々し　七 氏　半 氏　寺　寺

の　敷 鷹 飾 代 文 文 薬 鷹 災 出　文 文 仁 奉 文 社 十 水 社 長 社 鐘 文 の ・曲　る　面 奉 蔵 康 の　の

大　石 場 具　の　書 書　医 場 復　土 書 書 王 納 書 の　王 盤 の 屋 の 楼 書 梵 弁 輪 べ 六 納 奉 印　梵 梵

山　供 碑　　 竹　　　　 門 碑 興 の　　　　 門 の　　 狛　像　　 水　門　旧　門 鐘 慶　日　　 観 の 納 判 鐘 鐘

道 養 カ 仮 壷 水　　 犬　と　　 盤　　 拝 図 記　　 青 石　の 状

石 石 高

道 塔 ＝Ⅰ

郷 郷 郷 桜 高 田

設　形 般　　　　 檀　　　　　 殿 絵 図　　 勢 燈 仁

標

（ 北 高

住　土 肇 郷　　 馬 絵　　 至 籠 王

宅 器 鳥　 檀
居

土　 馬　　 像
資

大 （ 郷 南　土 高 大 東 氷　大 水 石 南 豊 中 聖 南 高 高　 中 石 高

管 町 松 土　土　土　台 野 柄 泉 解 土 大 支 野 泉 大 川　泉 川　神　田　玉 村 皇 大 野 野　　 村 神 松 神　神　野

理 1　2 資　資　資　 3　台　 5 町 除 資　泉　田　台 町 泉 台 町 台 井 中 南 1 妄 言 瀧 苧 嘉

l l 理 11 1 19

井 井 台

者 I t 料 料 料 l l l 3　） 料　 5　4　3 5　7　4　6　4　台　 4　2 l 1 台　 3 在
、一一／38　3 室 重 宝 45 l 8 l　 室 I l l l l l l t l l l 15 l l l 地
練 北　〈 新　 7　柏 16　　　　　 6　45 10 15 27 47 24 47　 13 15 南 16 l lO
馬 町 管 井 横 原 大　　　　 妙 加 長 氷 町 氷　教 氷 18 榎 氷 蔵 毒 等 曇 重 要 霊 琵 琶

史　 院 琵

道 15 長 所
区 児 芸 忠　山　好 霊　 等 慧 雪 川　田 川　学 川 氷 本 川 院 場 三 命 有
童 ） 之 茂　吉 神 和 神 院 神 川　悦 神 寺　宝　寺 者
遊 練
園 畏

樹 小　　 八
学
校

社 雄 社　 社 神　 社　　　社 寺 等

練
馬
区
指
定
文
化
財
一
覧

練
馬
区
登
録
文
化
財
一
覧

（
有
形
文
化
財
　
）

13 12 平成11年度 平成10年度 平成9年度 平成8年度 平成 7 年度 平成 6 年度 平成5年度 4 平成 3 年度

70 69 68　67　66 65　　　64　63 62　61 60　59 58　57　56　55　54 53　52　51 50 49　48　47　46 45 44　43 42 41 40　39　38　37　36　35

石 中 八 橘 絹 長　　 北　八 千　明　本 氷 中　丸 金 阿 西 高 小 井 三 武 井 石 相 比 井 増 荘 尾 御 阿 土 紙 絹 紙

神 野
屋
商
店
文
書

郷
土
資

ケ 紋 本 谷　　 町 幡 川　里　寿 川 宮　山　乗 弥 大 稲 美　口　宝 蔵　口　製 原 丘　口　島 家 崎 府 弥 支 本 本 本

井 谷 椿 着 川　　 の 神 家 宗 院 神 遼 東 院 陀 泉 荷 濃 家 寺 関 家 絵 正 尼 家 家 文
書

郷
土
資

遺 内　陀　田　墨 着 着

城 戸 凡 色 家　　 仁 社 文 普　の　社 跡 遺 御 寺 の 遺 英 文　山 遺 文 馬　太 橋 文 薬 跡 井 寺 八　画 色 色

跡 遺 帳 釈 文　　 王　の 書 の 賓 の 出 跡 朱 の 稲 跡 男　書 門 跡 喜　　 郎 遺 書　医 出 村 の 幡 淡 明　以

出
土
跡 柄 迦 書 像 本

殿

春 ／へ 北 中

墨 銭 神 土 出　印　伏 荷 出 家 出　　　　 家 跡　　 門 土 方 半 官 彩 斐 天

出 鏡 十 跡 箱 輿

郷 桜 早 豊

の　土 状 せ 神 土　文 土　　　　 住 出 品　旧　鐘 の　希 宗 宗

′」、 土　　 六 小　の　　 鉦 社 の　書 の　　　　 宅 土 記　　 半 里 普 清

刀

郷
土
資

の　　 善 型 木　　　　 本 旧 大 の 鐘 宗 像 像

大　　 神 壷 製　　　　 殿 石 型 旧 竿

形　　 像 形　品 器 槍 石 像

藁 歪 誓

文 町 l
嘉 子芸

羞 郷 錦 練 西
郷 大 関　石

宗 関 南 春 器 関 谷
春 平 練 土 桜 桜 桜

日　管 町 村 土　台　宮　玉 土　 2　馬 大 土　泉 町 神 二／
石 町 田 日

町　原 日　和 馬 支 台 台 台

町 理　 2　南 資　 6　2　南 資 l l 泉 資　学 南 井 器 北 中 町 北　 3 尾 町 台 1 田　6　6　6

料
室
料
室

3　者 l 3 料 I l 2 料　 4 1 5 料 園　 4　台 2　5　5 聖 子 1■9 料
室
崎　 5 1 l 4 1 1 1

l ） 38 1 室 20 26 1 宝 金 44 l 室 町 l l l l l 遺 】 ！44 】20 20 20

29 北 北　 2 廣 本 15 乗　阿 1 2　5 l 雑 荒 孟 慧 跡 12 32 阿 28 廣 廣 虞

19 徳 長　町 町　八 徳 寿 氷 郷 院 弥 稲

嘉　 警 琵

1 井 15 所
有
者

荘
半
蔵

資 春 内 弥 土 徳 徳 徳

郷 慧 寺 谷 二 観 幡
川 丁 音 神

寺 院 川　神 23 口 三
小 栄 宝

重 口 ‾　正 平 料 日 田 陀 支 寺 寺 寺
展 小 義 寺 田

妄 院 恒　目　堂 社 社 美 一　寺 利 示 学 康　　 八

料
室

範 町　会 室 濃
英
男

郎 室 校　 幡　　　宮
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り
有
形
－
4
は
種
別
変
更
の
た
め
欠
番

現
平
成
‖
年
8
月
3
1
日
移
転
に
よ
り
登
録
解
除

（
有
形
民
俗
文
化
財
）

11 10 9 8 平成 7年度 6 5 平成4 年度 3 2 平成元年度 昭和63年度 昭和62年度 昭和6 1年度

24 2 3 2 2 2 1 2 0 18 17 16 15 14 13 12 11 10　9 8　　　　 7 6　 5 4　　　　 3 19　　　 2　 1

井 棒 官
日日
織　 石 力　本 丸 金　僧 高　 氷 文 沢　氷 下　　 狐 関　大 弥　　 北 長　　 中　江

戸 屋 士 部　 使 持　 寿 彫 乗　 形 松　 川 応 庵　 川 練　　 の の　八 陀　　 町 享　　 里　 古

替 資 講 燈　 六 ち　院 ∃三日 院　 馬 の　神 7℃ 漬　神 馬　　 大 か　車 三　　 聖 二　　　 の　 田

え 料

郷

巡 籠　 面 惣　 の 面 の　 頭 庚　 社 年 製　社 の　　 根 ん 尊　　 観 年　　 富　の

用 拝 六 兵　み 金 一　 観 中　の の 造　 富 看　　 取 か 来　　 音 の　　 士　富

日

郷

装 地 衝　 く 剛 石　 音 塔　 力 弥 用　 土 士　　　 り ん 迎　　 座 申　　　 塚　 士

東

郷

蔵

石 石

馬　 の　 じ 庚 六 石

高 豊

陀 具 塚

郷 北

塚　　　 入 地 画　　 像 待　　　　 塚
頭　　 道 申 地 板 れ 蔵

関 郷

像 横

観　 具

二出目

塔 蔵 碑 絵 図

馬

板

碑 （

碑

大　早 下 錦　 早 石 北　　 西 石　 管　 北 郷　　　　 小

土 土 土 神　 神 泉　宮 伊　 石 2　 宮 松　 玉 神 土　 町 町　　 大 町　土 神　 理　 町 土 （ 富　竹

資 資 資 井　井 学　 2 保　 神 L　 2 2　南 井
≡　　　　●
2　　 泉 （　東　 資 井 者　 2 賢　 所　 士　町

料 料 料 町　町 園 】 ケ　 井 4 】 （ l 2 ＿∠ヽ
ロ
料 l 【　　 3 管 1 料 台　　 【料 有 浅 1

重 室 重 5　 5 町　 26 谷　 5 金　 26 管　 3 l 1 室　 2 2 4 1　 1 理　 卜　室 1 北　 3 8 室　 者　 間 】

【 】 2　 本 戸 l 乗・本 理　　 15 】 氷 浅　　 13 者 18 l 町 北 神　 59

19 19 r　寿

l：±■

庚　 7 院　 寿 者　　 氷 16 川 間　　　 諏 15　二　 町 中　社　 浅

禅 禅
定 定
加 2 7 院

藤 地

申 l

講 1 1

院 　 川
練　 神

道

場

神

社

神　 訪

社　 神
宝

二 丁 観

宝 目 昔

里 境 間

富 内 神
院　院 ひ 先

で

地

先

馬　 社

区

寺 社 寺 寺 町 堂　会 士　 社

講

13 平成12年度 平成 11年度

32　3 1 30　29　2 8 27　2 6　25

大　 二 江　神　 谷 丸　斉　醤

氷　 十 古　輿　 原 彫　 藤＿曲

川　 三 田　渡　 延 聖　 水 醸

の　 夜 の　御　 命 観　 車 造

力　 待 富　行　 地 音　用　業

石　 供 士　列　 蔵 立　 具　用

養 講　図 像　　 具

塔

氷 下

関　絵 廻

係 馬
資

料

供 国

養
塔

小　水　 谷 旭　 南　郷

川　 石 竹　川　 原 町　 田　土
台　神 町　 台　 1 2　 中　資

4　井 1 4 l r　l 料

】 6 l l 1 7 9 1 室

4 7 1 59　4 7　地 稲　 22

氷 1 浅　氷　 先 荷　 斉

川　 天 間　川 神　 藤

神　 祖 神　神 社　 勝

社 神　社 社　 社

平成14年度

191817

中
里
喋
子

中
里
喋
子
連
　
（
大
泉
町
地
域
）

田
柄
磯
子

石
神
井
台
囁
子

南
田
中
嚇
子

大
山
講
灯
籠
立
て
行
事

田
柄
喋
子
保
存
会
　
（
田
柄
地
域
）

石
神
井
台
嚇
子
連
　
（
石
神
井
台
地
域
）

南
田
中
囁
子
保
存
会
　
（
南
田
中
地
域
）

向
三
谷
大
山
講

（
下
石
神
井
1
・
2
丁
目
地
域
）

棉
内
田
安
太
郎
・
平
成
7
年
7
月
3
1
日
死
亡
に
よ
り
登
録
解
除

（
史
跡
）

（
無
形
文
化
財
）

6 5 4 フt

5　 4 3 2 1

ホ　 ＊5 絵 ＊4 ＊3
ウ　ホ 馬 棒 習亘

キ　 ウ 制 柄 甲
製　 キ 作

貫

の 螺
造　 製 製 細
技　 造 作 蒔

術　 技 技 絵

解
除

術 術

解 解

除 除

関同　「司 犀1
松　 松 井 町 野

1 1
1 1
5
L

南

3

＿Lヽ
Iコ
3

37　37 14 】 l

篠　 鹿 平 8 27
田　 島 田 井 土
歳　 佐 郡 口 方

治　平 司 平

蔵

士
［：コ
雄

招
土
方
吉
雄
・
平
成
6
年
9
月
1

4
日
死
亡
に
よ
り
登
録
解
除

叫
井
口
平
蔵
・
平
成
7
年
5
月
2
1
日
死
亡
に
よ
り
登
録
解
除

璃
鹿
島
佐
平
・
平
成
1

0
年
6
月
2
6
日
死
亡
に
よ
り
登
録
解
除

（
無
形
民
俗
文
化
財
）

平成 4 年 度 平成 3 年 度 2 平成元年度 6 3

14 13 12　　 11　　 10 9　 8　 7　 6 5 4　 3　 2 1

ち　 ち　 ち　　 神　　 鶴 関　 谷　谷　 ＊6 中 石　 八　 関 探

が　 が　が　　 輿　　 の 町　原　 原　 ち 村 神　 丁　 の 湯

や　や　 や　　 渡　　 舞 職　 の　 の　 が 喋 井　 堀　 ぼ の
馬　馬　 馬　　 御 子　 麦　餅　 や 子

中

喘　 三　 ろ 儀

（ 中

飾　 師　師　　 の ボ　鴇　 馬 子　 吉　 市
り　 り　 り　　　 御 ウ　き　飾 F錐

供 チ　 唄　 り 子

石 八 関

道 唄

中 解

歌 除

書至芸窒董墓董
】24l
開　高　高　北町　 野　 野　 町 村 神　 丁　 町 保　村

喘　 台　 台 1 嘩 井　 堀　 北 持　 3

子　 3　 3 1 子 町　 三　 4 者 】

連 I l 4 5 連 嚇　 吉 l 8
／へ 3 7　37　内 子　 嚇 16 神　御

関　増　 増　 田 連　 子　 本 田　嶽
町　 島　 島　 安 保　 立 定　神

地 兼 兼 太

域 吉 吉 郎

存 寺

会 門

男　社

存　 存

．△、 ．∠ゝつて　 ココこ

前

平成‖年度 8 7 7t二 昭 和6 3年 度

12 11 10 9 8 7　　　　 6　 5　 4　 3　 2　 1

田　河 干 田 旧 千　　 乗　 池　 尾　 池　小　 東

柄　 野 川 柄 大 川　　 原　 淵　 崎　 永　野　 高

用　 鎮 家 用 泉 上　　 通　 達　 遺　道　 蘭　 野

水　 平 の 水 村 水　　 跡　 跡　 跡　雲　 山　 山

跡　 筆 墓

北

記 役 跡　　 の　　　　 墓　墓　 奥

子 念 場 竪　　　　　　　　 之
碑

石 春

稗

田

跡

大

穴　　　　　　　　 院

住

居

跡

関　　 水　 石　 春　 練　練　 高

神　 目 町 柄 泉 町　　 川　 神　 目　馬　 馬　 野

井　 町 2 4 学 南　　 台　 井　 町　 4　 4　台

台 3

8 l
l 2

2 1 寿
要 望 等

者 憩
） い

【

18
阿

弥
陀

堂

千

l

27
天

祖
神

社

固

町

2
l

2
大
泉
中
島

】 3量 据
l

l 12 受 迎 10

13 練 用 接 長

・ 寺

　永 野

本 芸

橋 内

川

家
鷲 芸 蒜 雲　　 家 家

馨 区 都

牧
野
記
念
庭
園

東
大
泉
6
－
3
4
練
馬
区

（
天
然
記
念
物
）

10 6 平成 3年度 平成元年度 63

7 6 5　　　　 4 3　 2 1

光 練 内　　　 八 カ　井 練

伝 馬 田　　　 の タ　頭 馬
寺 東 家　　 釜 ク　の 白

の ′ト の　　　　 の リ　ヤ 山

＝コ学 屋　　 湧 群　 ナ 神

ウ 校 敷　　 き 落 ギ

大 東

社

ヤ

マ
キ

氷

の
フ
ジ

春

林 水

早 東

の
大

ケ

ヤ
キ

練

川 日 宮　　 大 泉　 大 馬

ムロ 町 3　　　 泉 町　 泉 4
3 1 L　　　 2 1　 7 1

l l 4 1　　 L 1 l 2

2 4 3 0 内　　 2 7 董 萱 妄

蓑 … 冨

自

光

伝

寺

練
馬
区
教
育
委
員

霊 董 墓

蓋 蓋

山

神

社

市 男

3
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感
納
磯
子登録
鼻
稲
風
格
東
経
財

正
期
に
早
間
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
氷
川
神
社
祭
礼
の
ほ
か
地
区
祭
な
ど
で

演
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

農
作
物
の
豊
作
を
祈
願
す
る
行
事
と
し
て
伝

わ
り
、
地
域
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
民
間
信
仰

の
行
事
と
し
て
重
要
で
す
。

感
柄
周
が
蹄
　
二
か
印
）

登
録
史
稀

●
保
持
団
体
　
田
柄
嚇
子
保
存
会

天
祖
神
社
　
（
田
柄
四
丁
目
）
　
の
例
大
祭
な

ど
で
演
じ
ら
れ
る
神
田
流
、
大
間
の
祭
磯
子
。

や
　
た
い
　
　
し
ょ
う
で
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L
ち
ょ
う
め

曲
目
は
屋
台
、
昇
殿
、
鎌
倉
、
仕
丁
目
、
玉

入
れ
、
後
屋
台
で
構
成
さ
れ
、
余
興
に
も
ど

き
と
大
黒
が
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
は
獅
子
も

あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
舞
う
こ
と
が
出
来
な

く
な
り
、
獅
子
頭
の
み
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

締
太
鼓
胴
の
内
側
に
は
、
明
治
二
九
年
　
（
一

八
九
六
）
　
1
0
月
1
8
日
購
入
の
年
記
と
と
も
に
、

1
1
名
の
磯
子
連
中
の
氏
名
が
墨
書
さ
れ
て
い

る
と
云
わ
れ
ま
す
。
天
祖
神
社
の
祭
礼
の
ほ

か
、
地
区
祭
な
ど
で
演
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

孝
紳
都
会
癖
手

登
錬
象
形
民
俗
真
北
射

轟
感
ヰ
磯
子
督
俸
慶
弔
乳
絡
文
化
財

●
保
持
団
体
　
南
田
中
磯
子
保
存
会

稲
荷
神
社
（
南
田
中
五
丁
目
）
　
の
祭
礼
な

ど
で
演
じ
ら
れ
る
神
田
流
、
大
間
の
祭
輝
子
。

曲
目
は
屋
台
、
昇
殿
、
鎌
倉
、
師
調
目
、
玉

入
れ
、
後
屋
台
で
構
成
さ
れ
、
余
興
に
獅
子
・

も
ど
き
が
あ
り
ま
す
。
明
治
初
期
に
始
ま
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
板
橋
区
弥
生
町

万
福
寺
に
あ
る
石
田
滝
蔵
の
墓
石
（
明
治
3
4

年
（
一
九
〇
二
建
立
）
　
に
は
、
1
1
の
磯
子

連
中
に
ま
じ
り
田
中
村
連
中
の
陰
刻
も
あ
り

ま
す
。
稲
荷
神
社
祭
礼
の
ほ
か
、
地
区
祭
な

ど
で
演
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

摺
野
鶴
孝
孝
子
碑
登
藤
史
時

●
所
有
者
宗
教
法
人
寿
福
寺

●
所
在
地
春
日
町
三
－
二
寿
福
寺
墓
地
内

寿
福
寺
付
近
で
家
塾
を
開
い
て
い
た
と
さ

れ
る
河
野
鋲
平
（
天
保
六
年
・
一
八
三
五
年

没
）
を
偲
ん
で
、
明
治
期
に
教
え
子
た
ち
が

建
立
し
た
華
子
碑
。
碑
は
角
柱
型
で
台
石
が

付
く
高
さ
約
1
・6
m
の
石
造
り
。
裏
面
に
は
上

田
柄
、
神
明
谷
戸
、
八
丁
堀
、
中
之
宮
、
海

老
谷
戸
な
ど
近
在
の
1

6
名
の
発
起
人
氏
名
が

陰
刻
さ
れ
、
台
石
に
も
近
在
の
筆
子
9
5
人
の

氏
名
が
陰
刻
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
多
く

ゐ
人
々
が
家
塾
教
育
を
受
け
て
い
た
こ
と
が

わ
か
り
、
地
域
の
教
育
史
を
理
解
す
る
う
え

で
重
要
な
資
料
で
す
。

●
所
有
者
　
本
橋
　
馨

●
所
在
地
　
石
神
井
台
八
－
二
一

け
や
き
憩
い
の
森
内

田
柄
用
水
は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）

に
田
無
、
上
保
谷
、
関
、
上
・
下
石
神
井
、

谷
原
、
田
中
、
下
土
支
田
、
上
・
下
練
馬
の

1
0
か
村
へ
の
潅
漑
を
目
的
と
し
て
開
さ
く
し

た
用
水
で
、
「
玉
川
上
水
北
側
新
井
筋
分
」
、

「
田
無
町
外
八
ケ
村
組
合
用
水
」
、
「
田
柄

田
用
水
」
と
も
称
さ
れ
ま
す
。
江
戸
時
代
に

玉
川
上
水
か
ら
分
水
さ
れ
て
い
た
田
無
用
水

の
上
保
谷
付
近
（
現
西
東
京
市
保
谷
町
付
近
）

か
ら
分
水
し
、
富
士
街
道
に
沿
い
、
石
神
井

町
付
近
で
北
上
、
田
柄
川
に
平
行
し
て
流
れ
、

石
神
井
川
へ
と
合
流
す
る
用
水
で
し
た
。
昭

●
保
持
団
体
　
石
神
井
台
嚇
子
連

氷
川
神
社
　
（
石
神
井
台
一
丁
目
）
　
の
祭
礼

な
ど
で
演
じ
ら
れ
る
経
堂
流
、
早
間
の
祭
磯

子
。
曲
目
は
破
屋
、
屋
台
、
鎌
倉
、
国
堅
め
、

師
調
目
、
後
屋
台
で
構
成
さ
れ
、
余
興
に
も

ど
き
・
お
か
め
が
あ
る
。
か
つ
て
は
寿
獅
子

も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
演
じ
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
明
治
期
に
世
田
谷
区
経
堂
の
師
匠

に
習
っ
て
中
間
の
磯
子
と
し
て
始
ま
り
、
大

丸
山
議
銅
像
見
て
指
事

番
線
象
形
民
俗
文
化
財

●
保
持
団
体
　
向
三
谷
大
山
講

神
奈
川
県
の
大
山
を
信
仰
し
、
阿
夫
利
神

社
に
代
参
す
る
大
山
講
で
行
わ
れ
て
い
る
灯

籠
立
て
行
事
。
毎
年
、
7
月
2
6
日
か
ら
8
月

1
6
日
ま
で
、
大
小
二
つ
の
灯
籠
を
道
路
脇
に

立
て
、
講
員
が
交
代
で
毎
晩
火
を
灯
し
ま
す
。

和
3
0
年
代
に
は
通

水
が
止
ま
り
、
暗

渠
や
埋
め
立
て
に

よ
り
、
現
在
そ
の

姿
を
偲
ぶ
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
憩

い
の
森
内
に
残
る

約
4
7
m
の
み
で
す
。

上
幅
約
4
m
、
素

掘
の
用
水
堀
で
、

当
時
架
け
ら
れ
た
石
橋
も
あ
り
、
地
域
の
開

発
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
用
水
の
姿
を

今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

4
尼弓萱萱
古紙配合ヰ10ロ％河皇紀を慢用しています


